
申
ハ
此
文
ヲ
知
ル
ペ
キ
也
」
（
十
五
）

ム
』
、
事
柑
互
具
に
約
し
て
、
絶
封
他
カ
、
即
ち
此
閥
土
は
緯
迦
菩
践
の
慈

悲
で
充
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仰
の
方
か
ら
は
三
界
皆
是
我
有
で
あ

る
と
説
き
、
そ
の
次
に

「
我
有
ト
申
λ

有
ハ
其
レ
同
県
一
吉
宗
一
て
非
レ
パ
知
リ
難
シ
、
但
シ
天
台
二
民

性
軌
ト
懇
シ
給
へ
リ
」

’c
、
法
鑑
十
回
開
殺
の
上
に
位
、
由
民
言
密
教
の
在
る
事
を
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
、
「
但

シ
天
台
こ
れ
性
軌
ト
程
シ
絵
へ
リ
」
と
は
密
教
の
立
場
か
ら
天
台
の
玄
義

の
粧
を
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
、

「
法
華
経
7
発
／
体
－
一
意
符
ル

ρ

則
チ
虞
言
／
初
門
也
門
事
右
側
標
章
一
一
載

本

化

の

行

法

と

戒

壇

論

営
家
の
翻
心
門
の
要
素
は
三
秘
で
あ
る
こ
と
は
今
夏
一
五
ふ
ま
で
も
な
い

が
此
の
三
秘
は
一
秘
の
妙
法
蓮
華
経
に
統
一
せ
ら
れ
蔦
象
の
種
弁
和
が
法

爾
た
る
委
を
以
て
所
詞
諸
法
貨
相
の
理
即
ち
字
怖
に
於
け
る
根
本
的
資
在

の
由
民
理
を
表
示
し
て
ゐ
る
。
と
は
一
五
ふ
も
の
、
宇
は
り
設
相
門
に
劃
す
る

貸
践
門
の
存
花
で
あ
る
蛍
家
観
心
門
は
一
秘
の
委
を
一
一
一
秘
の
態
に
分
類
し

本
化
の
行
法
と
戎
纏
諭

ス
ル
事
山
人
ヲ
シ
テ
、
問
問
教
ヨ
リ
校
教
ノ
勝
ル
、
事
ヲ
知
－
フ
シ
メ
シ
ガ

鴻
ナ

H
」

と
、
明
に
旧
制
劣
由
利
勝
の
義
を
断
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

法
華
経
に
劃
し
て
の
浩
詩
、
か
〈
ば
か
り
深
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
願
劣

続
勝
を
般
信
さ
れ
て
ゐ
た
点
よ
り
す
れ
ば
、
訓
告
印
刷
骨
同
年
の
見
地
ほ
ム
口
智
に

花
っ
た
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

肉
に
ζ

ミ
に
残
さ
れ
た
も
の
は
良
一
吉
と
法
華
の
批
較
研
究
で
あ
目
、
田
県

言
の
新
藤
に
封
す
る
疑
問
で
あ
っ
た
、
而
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
の
怨
に

次
に
胡
郡
山
遊
皐
と
な
る
の
で
あ
る
。

中

津

~ 
t 障 4・
FヨL

要

て
本
命
題
目
戒
壌
と
立
つ
る
所
に
苔
等
人
生
に
必
須
な
る
法
華
艇
の
円
以
古
同

長
挫
の
活
動
性
を
見
出
し
狩
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
此
鹿
に
本
化
の
行

法
が
甥
即
事
、
所
訪
事
照
不
二
の
法
門
と
し
て
他
宗
に
劃
し
て
優
越
感
を

笹
山

J

る
所
で
る
る
と
町
山
ふ
。

き
れ
ば
法
華
終
最
高
田
県
現
の
活
動
的
行
法
と
は
何
ぞ
や
左
一
五
ふ
に
、
一
X

ご
四
七



本
化
の
行
法
と
戒
境
論

ふ
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
一
一
一
秘
の
妙
行
で
即
ち
法
働
一
体
。
妙
法
蓮
華
経
を

本
隼
と
し
、
且
題
目
を
喝
へ
る
其
慮
に
成
備
が
あ
る
と
云
ふ
受
持
一
行
に

よ
る
成
仰
に
し
て
そ
れ
が
戒
壇
で
る
る
。

ζ

れ
戎
壌
に
二
種
あ
る
内
の
理

壇
で
あ
る
。
乙
の
現
壇
は
か
〈
受
持
唱
題
に
よ

P
境
智
冥
合
の
震
の
頼
れ

た
所
を
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
念
信
明
後
起
の
営
初
、
働
雨
明
徳
昭
棋

を
う
け
つ
ぎ
て
成
立
す
る
も
の
で
る
る
。
即
ち
岡
信
五
日
間
妙
に
は
一
念
信

解
2
瓦
四

O
ぜ
と
一
式
ワ
て
ゐ
る
。
又
御
義
に
、

貧
茨
ト
ハ
＝
一
世
諸
働
／
茂
行
高
善
ノ
諸
波
艇
密
ノ
賓
ヲ
ア
ツ
メ
タ
ル
南

無
妙
法
蓮
華
経
ナ
目
、
行
モ
功
モ
ナ
ク
一
号
一
一
一
二
党
琢
ル
信
心
ナ
リ

円

l
ニ九左
V

－E
行
功
な
〈
三
一
同
信
唄
の
所
、
成
備
の
果
を
得
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

放
に
総
勧
文
紗
に
、

名
字
却
ノ
位
ヨ
M
F

却
身
成
働
見
ハ
一
九
O
一三

開
思
修
の
三
慈
の
上
よ

P
云
ふ
な
ら
ば
最
も
初
め
の
聞
慧
を
以
て
信
鳴
す

る
の
み
で
る
る
。
だ
か
ら
信
が
徹
底
し
た
も
の
で
あ

P
さ
へ
す
れ
ば
行
坊

を
用
ひ
ず
し
て
成
仰
す
る
と
云
ふ
の
が
賞
家
の
成
働
論
だ
。
故
に
信
行
詮

の
前
傍
の
差
異
を
持
た
な
い
所
の
同
時
的
困
果
で
あ
る
。
貨
に
常
家
の
行

法
は
か
〈
の
如
〈
易
行
下
る
る
。
さ
れ
Y
』
果
し
て
易
行
と
し
て
民
衆
に
喰

入
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

惟
ふ
に
法
華
経
は
諸
経
中
玉
最
矯
第
一
緯
曾
出
世
の
本
雛
絞
で
あ
っ
て

畿
信
難
解
の
法
円
で
あ
る
事
は
言
を
倹
た
な
い
。
然
し
て
こ
の
程
の
弘
調

停
道
者
を
尋
ぬ
れ
ば
天
台
あ

P
停
教
が
あ
ワ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
れ

陸
軍
の
先
師
先
翠
の
法
華
艇
の
弘
通
は
法
華
経
思
想
の
緩
解
そ
の
ま
L

を
取

一
一
関
八

扱
ひ
、
余
P
に
観
念
的
な
上
根
本
位
の
難
行
で
あ
っ
た
。
然
る
を
宗
艇
に

よ
P
て
最
高
長
躍
で
あ
る
法
華
経
が
最
も
低
〈
活
動
的
の
姿
と
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
＠
こ
れ
邸
ち
宗
艇
の
報
恩
沙
の
所
謂
「
時
の
然
ら
し
む
る
の
み
」

三
五

0
3
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
時
宛
も
末
法
臨
時
下
根
の
輩
な
れ
ば

議
行
の
易
行
化
即
ち
最
高
根
本
国
民
理
の
大
衆
化
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と

れ
受
持
一
行
に
よ
る
題
目
宣
停
で
あ
っ
た
。

ζ

の
任
務
は
本
化
上
行
結
裏

付
属
に
よ

P
呆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
欝
量
品
に
是
好
良
薬
今
留
在
此
汝
可

取
服
勿
憂
不
落
と
、
又
高
橋
入
遺
書
に
、

病
ハ
重
U
F

築
ハ
浅
シ
、
其
時
上
行
菩
隊
出
場
シ
テ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字

ヲ
一
間
浮
提
ノ
一
切
衆
生
二
段
ク
ペ
シ
（
士
一
也
丸
）

叉
回
線
金
者
殿
御
返
事
に
は
「
経
一
二
五
ク
護
持
備
所
腸
」
ハ
一
O
九五
v
k
る

る
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
即
ち
天
台
等
は
ζ
れ
等
を
知
つ
て
は
ゐ
た
が

三
故
を
以
て
法
行
を
立
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
宗
胞
は
劃
す
る
に
以

信
代
悲
の
受
持
一
行
を
以
て
蛍
家
の
信
行
論
を
骨
張
し
受
持
成
備
を
設
か

れ
た
の
で
あ
る
。
阿
倍
五
口
問
妙
に
、

品

W
E
シ
ク
制
ニ
止
シ
テ
戎
定

J
一
法
イ
一
向
－
一
限
一
一
一
懇
ノ
一
分
一
二
慧
又
不
山
パ
槌

足
以
げ
信
ヲ
代
い
慧
－
－
信
ノ
一
字
銭
以
詮
ト
ハ
一
五
三
－
z
u

又
問
肱
献
金
者
殿
御
返
事
に
、

受
ク
ル
ハ
易
ク
持
ツ
ハ
雄
シ
サ
ル
問
成
働
ハ
持
ツ
＝
ア

9

2

0九回
u

故
に
管
家
の
本
門
の
戒
壇
と
一
石
ふ
の
は
受
持
喝
行
を
績
〈
る
所
ζ

れ
常
寂

光
土
と
化
ナ
。
故
に
如
何
な
る
山
林
岡
野
で
も
崎
行
の
座
す
る
所
疲
光
の

寅
剥
で
あ
P
、
而
し
て
行
人
却
成
す
る
所
戒
壇
で
あ
る
。
経
は
紳
カ
品
の



給
要
文
訂
以
下
に
明
か
な
所
で
あ
る
。
御
一
殺
に
は
「
奥
如
来
共
宿
ノ
モ
ノ

ナ
リ
－

a義六
O
｝
ど
あ
り
其
他
遺
文
中
門
九
九
一
一
〉
ハ
八
附
一
）
（
九
二

O
〉

諾
所
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
ω

こ
れ
伏
廷
の
現
世
成
併
で
あ
る
。
更
に
現
世
に

限
ら
ず
未
来
成
仰
即
ち
霊
山
内
印
土
佐
訪
に
ま
で
及
ば
な
け
れ
ば
仰
教
の
一
品
一

世
成
仰
の
徹
底
味
が
な
い
。
允
ハ
の
文
殻
父
遺
文
中
談
所
に
あ
り
、
波
木
井

殿
御
書
に
は
、

此
法
撃
経
三
二
途
／
河
ニ
テ
ハ
舵
ト
ナ
リ
、
死
出
ノ
山
－
一
テ
ρ

大
白
牛

寧
ト
ナ
リ
、
冥
途
一
一
テ
ハ
燈
ト
ナ
リ
印
象
山
へ
参
ル
橋
ナ
リ
。
霊
山
へ
マ

シ
マ
シ
テ
民
ノ
廊
二
テ
等
ネ
サ
セ
給
へ
必
符
ナ
米
ル
ペ
ク
候
士
一
一
一
回
，

と
あ

E
其
他
（
八
三
六
）
〈
二

O
六
五
）
（
二

O
九
一
一
一
〉
〔
二

O
六
一
）
（
二

O
四
八
）
〔
二

O
O
一
一
）
（
一
九
九
二
）
（
一
九
一
一
問
）
（
一
五
＝
一
）
参
見
し

て
ゐ
る
が
こ
の
未
来
成
仰
は
婆
婆
却
寂
光
即
身
成
品
川
の
具
体
化
で
あ
り
、

叉
箪
な
る
地
球
上
た
る
竣
婆
世
界
に
限
ら
ず
無
限
の
宇
宙
法
界
の
成
品
川
を

設
か
れ
た
も
の
主
え
る
べ
き
で
あ
る
。
放
に
如
何
に
宮
家
の
戒
壇
論
は
出
同

大
無
遁
な
る
か
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
門
の
戎
壌
に
於
け

る
理
壇
で
あ
る
。
こ
の
戒
壇
建
立
は
一
に
受
持
一
行
に
あ
る
事
は
先
に
も

逮
ぺ
た
通

P
で
あ
る
が
比
庭
に
注
意
す
べ
き
事
は
受
持
哨
行
の
方
法
で
る

る
。
即
ち
徒
ら
に
口
先
ば
か
り
の
鳴
題
で
は
駄
目
で
あ
る
。
身
口
意
の
三

業
に
受
持
す
る
所
に
員
の
行
法
の
委
が
あ
る
。
蛙
鳴
蝉
喚
に
等
し
き
哨
題

の
行
法
で
あ
っ
て
は
戎
壌
建
立
と
は
な
ら
な
い
。
即
ち
土
籍
書
に
、

法
華
経
ヲ
品
開
人
ノ
ヨ

Z
候
ハ
ロ
バ
力
リ
コ
ト
パ
パ
カ
リ
ハ
ヨ
メ
ド
モ
心

ハ
ヨ
マ
ズ
、
心
ハ
ヨ
メ
ド
モ
身
＝
漬
マ
ズ
、
色
心
二
法
共
ニ
ア
ソ
パ
サ

レ
タ
ル
コ
ソ
貴
ク
候
へ
ハ
六
九
五
〉

本
化
の
行
法
と
戒
壇
論

色
心
二
法
の
談
論
と
の
点
よ
り
詩
人
が
現
代
人
に
唱
題
行
が
易
行
と
し
て

喰
入
ツ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
と
疑
念
を
持
っ
た
所
以
で
あ
る
。

色
心
ニ
法
三
業
受
持
の
問
題
一
五
ふ
商
事
は
易
で
あ
る
が
相
常
の
難
事
で
あ

る
と
思
ふ
。
廿
務
部
嗣
教
的
に
云
ふ
な
ら
ば
禁
断
の
い
刊
誌
誌
の
来
を
食
っ
た
同
時
人

で
あ
る
衆
生
に
は
、
紹
封
一
蹴
依
絡
針
信
を
起
き
し
め
る
と
云
ふ
事
は
な
か

／
＼
の
難
事
、
符
易
の
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
宗
祖
の
こ
の
的

行
宜
弘
は
末
法
大
列
の
上
に
立
っ
て
末
法
下
機
下
棋
の
見
解
と
し
て
は
無

理
か
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
此
出
品
に
於
て
思
ひ
至
る
事
は
彼
の

上
根
上
機
ハ
概
念
観
法
モ
シ
カ
ル
ベ
シ
、
下
根
下
機
は
唯
信
心
肝
M
Z
也

の
持
法
華
問
答
抄
の
文
旨
は
球
ふ
べ
き
思
召
と
見
る
。

市
し
て
か
L

る
方
法
を
以
て
一
一
六
四
海
山
首
蹄
妙
法
依
正
妙
法
の
躍
と
化

す
時
開
浮
統
一
の
斑
壇
建
立
の
貨
現
を
見
た
の
で
あ
る
。

即
ち
共
時
に
要
求
せ
ら
る
ミ
の
が
事
壌
の
建
立
で
あ
る
。
即
ち
三
秘
妙
に

戎
極
ト
ハ
王
法
働
法
二
H

内
シ
、
働
法
王
法
＝
合
シ
テ
玉
医
一
同
＝
本
門

／
三
大
秘
密
／
法
ヲ
持
チ
テ
、
有
徳
王
費
徳
比
丘
／
其
乃
往
ヲ
末
法
濁

惑
ノ
未
来
一
一
移
サ
シ
時
、
勅
宜
並
ピ
昌
御
殺
害
ヲ
申
シ
下
シ
テ
震
山
田
閉

土
二
似
タ
ラ
シ
円
以
勝
ノ
地
ヲ
等
本
テ
戒
壇
ヲ
建
立
ス
ベ
キ
者
帥
問
、
時
ヲ

符
ッ
ペ
キ
ヰ
、
事
ノ
戎
法
ト
申
ス
ハ
是
也
。
円
二
O
五三

ζ

の
戒
壇
建
立
せ
ら
る
、
時
は
既
に
現
壌
の
建
立
が
徹
底
的
に
貸
現
し
絡

れ
る
時
で
な
〈
て
な
ら
な
い
と
息
ふ
。
即
ち
王
仰
冥
A
H
の
時
と
は
法
撃
の

鰯
致
が
世
界
統
一
の
大
数
で
あ
り
、
王
法
は
白
本
天
皇
が
世
界
統
一
の
弱

者
と
な
っ
た
時
に
建
立
を
要
求
せ
ら
る
、
所
の
戒
壇
で
あ
る
。
昨
今
事
境

建
立
の
地
に
つ
い
て
最
勝
の
地
と
仰
せ
あ
る
は
身
延
だ
富
士
だ
の
と
異
論

二
四
九



本
化
の
行
法
と
戎
壌
論

を
立
て
L

ゐ
る
が
敢
て
や
か
ま
し
〈
論
ず
る
必
要
は
な
い
と
思
ふ
。
と
一
五

ふ
の
は
、

zn
等
日
蓮
門
下
の
任
務
は
今
は
受
持
嶋
題
行
を
以
て
字
引
の
今
日

人
類
を
し
て
、
こ
の
法
華
首
題
の
下
に
開
示
悟
入
せ
し
め
て
の
後
で
あ
り
、

日
本
天
皇
が
世
界
統
一
の
王
者
と
な
っ
て
か
ら
の
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
等
は
永
遠
の
政
想
で
あ
れ
ば
或
は
質
現
不
可
能
守
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
絶
封
に
不
可
能
台
は
な
〈
可
能
性
が
充
分
に
る
る
事
も
認
め
ら

れ
な
い
で
も
な
い
。
即
ち
永
遠
の
理
想
と
し
て
は
可
能
の
問
題
で
あ
る
。

か
、
る
永
遠
性
を
有
す
る
点
、
其
底
に
日
蓮
門
下
の
永
遠
不
滅
の
努
力
が

綬
け
ら
れ
民
叉
永
恒
不
襲
の
大
法
た
る
所
以
が
存
す
る
も
の
ξ
思
ふ
。
故

に
日
蓮
上
人
が
時
を
待
ワ
ペ
き
の
み
と
仰
せ
ら
れ
て
事
壊
建
立
に
つ
い
て

は
余
り
詳
述
せ
ら
れ
ぎ

P
し
所
以
と
思
ふ
。

さ
れ
ど
門
下
の
理
想
貸
現
の
大
制
組
織
の
構
成
上
、
敢
て
論
議
を
求
む

る
な
ら
ば
身
延
の
調
書
境
を
持
ワ
T

事
壇
建
立
の
土
地
と
信
ず
る
。
彼
の
富

士
汲
の
組
た
る
日
興
上
人
書
札
に
、

一
閤
浮
挺
ノ
内
＝
日
本
岡
、
日
本
図
之
内
一
二
甲
斐
ノ
凶
、
甲
斐
ノ
凶
／

中
三
波
木
井
ノ
郷
ハ
久
遠
貸
成
ノ
緯
迦
如
来
／
金
剛
安
座
也
（
身
延
山

御
書
類
来
五
二
）

後
年
興
鰯
－
－
t
波
木
井
氏
と
の
感
情
の
蝕
僻
が
あ
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
身
延

の
宗
組
永
遠
止
魂
の
地
を
以
て
皆
同
士
な

P
と
見
る
と
し
た
な
ら
ば
悲
し
〈

も
あ
り
、
叉
奥
師
の
本
懐
で
も
な
い
と
推
察
す
る
、
倫
宗
組
が
身
延
の
山

を
指
し
て
、

輯
仲
隼
ノ
住
給
ヒ
ケ
シ
鷲
峰
山
ヲ
我
朝
比
吻
＝
移
シ
置
キ
ヌ
ハ
三
七
九
）

蜜
山
静
土
ユ
モ
相
似
タ
リ
天
台
山
－
一
モ
異
ナ
ラ
ズ
（
一
八
五
九
U

ご
五

O

彼
／
月
氏
／
震
鷲
山
ハ
本
朝
此
ノ
身
延
ノ
鍛
ナ
リ
ハ
二
O
七
O
U

天
智
ア
窓
山
＝
モ
勝
レ
日
域
ノ
比
叡
山
＝
モ
勝
レ
タ
リ
二
一
一
一
＝
J

何
ク
ユ
死
ι
候
ト
毛
某
ヲ
バ
身
延
ノ
津
一
一
セ
サ
セ
候
ペ
ク
候
コ
ご

0
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二
一
一
四

と
こ
れ
等
の
御
文
を
制
押
し
て
、
つ
〈
ん
＼
と
思
ふ
の
は
身
延
が
閲
浮
第
一

の
蜜
地
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
る
る
。
然
る
に
何
ぞ
宇
か
、
‘
る
宗
祖
の
言
を

信
ぜ
ず
し
て
穐
キ
言
を
弄
し
て
異
論
を
立
つ
る
は
誇
法
の
重
き
も
の
で
あ

ら
う
。
近
時
岡
本
精
神
後
揚
の
点
よ
り
日
本
の
代
表
的
な
山
富
士
を
持
ワ

て
戒
壌
建
立
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
宗
祖
在
世
の
瑚
の
事
と
し
て
俸
詑
せ

ら
れ
て
ゐ
る
所
の
経
ケ
獄
の
問
題
を
種
々
論
議
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
が
寄
人
は
富
士
戎
壌
建
立
設
に
劃
し
て
か
〈
考
へ
て
ゐ
る
、
富
士
は
成

程
三
闘
中
最
も
秀
麗
の
山
、
世
界
各
凶
に
も
比
例
な
き
所
の
存
在
で
は
る

る
が
富
士
は
見
る
山
で
あ
っ
て
住
む
べ
き
山
で
は
な
い
。
現
今
で
は
休
火

山
で
あ
る
が
何
時
目
を
醒
ま
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
貨
に
住
む
に
は
不
安

定
の
慮
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
か
L

る
事
壇
建
立
地
撰
定
問
題
を
論
議
決

定
し
て
お
〈
も
必
要
で
な
い
事
も
令
い
が
そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
近
〈
非

常
時
日
本
間
内
に
於
け
る
玉
働
冥
合
の
具
体
的
方
案
で
も
事
壇
建
立
の
前

提
と
し
て
考
る
が
ん
A

い
。
田
平
な
る
一
俗
輩
の
文
部
省
の
一
部
に
存
す
る
宗

教
局
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
少
し
で
も
働
教
が
政
治
的
道
具
に
使
用
せ
ら

る
L

を
心
宜
し
と
挟
手
し
て
待
つ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

こ
の
点
か
ら
し
っ
か

P
考
へ
て
行
〈
べ
き
で
あ
ら
う
。
王
働
冥
合
へ
進
む

べ
き
宗
教
の
地
位
は
同
家
と
し
て
少
〈
と
も
一
家
の
管
長
と
し
て
の
人
悶

は
如
何
な
る
地
位
に
お
か
れ
て
こ
そ
王
備
冥
合
も
か
な
ひ
、
一
一
一
界
の
大
導



師
と
し
て
自
任
し
得
る
か
を
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

更
に
そ
れ
に
遜
む
ぺ
き
最
も
近
く
は
唱
題
三
業
受
持
の
岡
家
一
舵
舎
へ
の

具
体
化
で
あ
る
。
本
化
行
法
の
枇
舎
へ
の
具
体
化
そ
れ
ζ

そ
本
門
戒
壇
建

日
蓮
聖
人
御
系
譜
の

。

研

究

の

動

機

宗
祖
御
書
中
に
は
俗
姓
に
関
し
て
は
殆
ん

r仰
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
「
海

人
の
子
」
と
か
「
賎
民
の
子
」
と
か
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
宗

祖
自
ら
は
方
一
程
家
系
に
針
し
て
関
心
を
持
ワ
て
目
的
ら
れ
な
か
づ
た
様
で
あ

る
。
然
し
日
蓮
聖
人
の
流
を
汲
む
否
人
が
其
の
純
先
は
何
か
、
叉
如
何
な

る
人
の
子
孫
で
あ
っ
た
か
を
明
に
す
る
事
は
、
大
上
人
の
御
事
践
を
研
究

し
其
の
数
墜
を
併
究
す
る
と
同
様
に
首
一
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思

ふ
ω

大
型
人
が
如
何
に
本
化
の
上
首
上
行
存
薩
の
御
再
誕
に
せ
よ
、
御
爾

親
な
く
し
て
は
此
の
世
に
御
出
世
遊
ば
さ
れ
な
か
っ
た
。
而
し
て
御
爾
親

も
父
其
の
御
先
胞
な
〈
し
て
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
大
事
人
の
御
先

剥
が
直
接
其
の
数
皐
に
関
係
し
な
い
に
し
ろ
、
大
型
人
の
家
系
を
研
究
す

る
事
は
、
吾
人
の
奥
へ
ら
れ
た
る
蛍
然
な
す
べ
き
任
務
で
あ
る
。
然
る
に

日
蓮
上
人
御
系
譜
の
研
究

立
必
然
の
前
提
で
あ
り
宗
臓
の
法
禁
解
的
民
生
命
は
此
の
一
点
に
あ
っ
た

と
信
じ
て
疑
は
な
い
。

研
究

鈴

木

智

好

宗
組
滅
後
六
百
五
十
有
品
開
年
を
国
際
た
る
今
日
此
の
重
大
事
が
等
閑
に
付
さ

れ
今
日
迄
何
等
具
体
的
研
究
の
行
は
れ
な
か
ワ
た
事
貨
は
余
り
に
も
宗
肌

の
本
地
て
ふ
思
想
に
と
ら
は
れ
た
る
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
。

滅
後
二
百
年
前
後
「
長
時
寛
疋
詑
」
「
化
導
記
」
「
註
畜
讃
」
辱
に
よ
り

て
宇
L
俗
姓
に
闘
す
る
研
究
の
有
っ
た
事
は
有
っ
た
が
、
古
来
の
宗
門
人

は
、
是
等
を
以
て
大
法
弘
通
の
政
策
的
意
同
に
出
で
た
る
も
の
と
し
て
、

其
の
俗
姓
を
高
め
、
貴
問
削
紳
門
に
縁
を
求
め
て
、
九
重
の
雲
上
に
大
法
を

淫
せ
ん
と
す
る
よ
ず
が
な
り
と
一
百
ひ
て
、
か
、
お
る
文
献
L
Z

等
閑
に
付
し
、

叉
何
等
穣
成
な
き
も
の
と
下
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
側
を
忍
ふ
て
目
定
等
信
ず
べ
き
文
献
を
出
し
て
大
型
人
の
御
先
瓶
は

果
し
て
何
氏
な
る
や
を
確
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
御
侍
詑
を
持
議
L
、
叉
其
の
御
先
制
刷
を
諒
ぬ
る
人
の
誰
し

も
一
様
に
心
付
〈
如
〈
、
其
の
御
先
制
帆
に
閲
し
て
は
会
〈
舎
か
れ
て
ゐ
な

五


